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第5章 施設管理の方針 

5.1  施設管理の考え方 

施設ごとの性質，規模等により設定した管理区分（予防保全型，事後保全型，時間管理

型）によって管理を行っていくものとします。 

管理区分ごと，施設ごとの基本的な管理方針を以下より示します。 

5.2  施設毎の管理 

 舗装 

舗装は，車両や人を安全，円滑に移動させるという，重要な役割を担っており，損傷によ

る車両や人に及ぼすリスクが大きいことから予防保全を基本とします。ただし，行き止まり

道路等は損傷の進行が緩やかであるため事後保全（通報）の管理区分を適用します。 

 

表 5-1 管理区分（舗装） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

主要市道 予防保全 ひび割れ率 40% ・定期点検（5 年毎） 
・パトロール 
・通報 

一般市道（親番） 予防保全 ひび割れ率 60% ・定期点検 
（5～10 年毎） 
・パトロール 
・通報 

一般市道（枝番） 事後保全（通報） ʷ ・通報 
 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

図 5-1 管理の優先度（舗装） 

  

主要市道 
一般市道(親番・地区内
道路網の位置付けあり) 

一般市道(枝番) 

一般市道(親番・地区内
道路網の位置付けなし) 
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 橋りょう 

橋りょうは，損傷が大きくなると修繕費用が膨大になるほか，崩落に至るような事故によ

る人命に及ぼすリスクが極めて大きいことから予防保全とします。 

 

表 5-2 管理区分（橋りょう） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

橋りょう 予防保全 

 

健全度Ⅱ ・定期点検（5 年毎） 
・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

※中央自動車道，鉄道線と交差する跨道橋，跨線橋は優先度高で管理を行います。 

図 5-2 管理の優先度（橋りょう） 
 

  

大町橋他 17 橋 
跨道橋※・跨線橋※11 橋 

細田橋他 27 橋 

虎狛橋他 18 橋 
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 街路灯 

街路灯は，突然の灯具の落下や支柱の倒壊等による事故を防止する観点から事後保全（パ

トロール）とします。 

 

表 5-3 管理区分（街路灯） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

街路灯 事後保全

（パトロー

ル） 

「小規模附属物点検

要領」による 

・パトロール 
（通常点検，詳細点検，
緊急点検） 
・通報 

 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

※行き止まり道路等に存在する街路灯については事後保全（通報）を適用します。 

図 5-3 管理の優先度（街路灯） 

  

街路灯 

街路灯 
（行き止まり道路等） 
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 街路樹 

街路樹は，台風や強風，または腐朽による落枝・倒木がもたらすリスクが大きことから予

防保全とします。 

 

表 5-4 管理区分（街路樹） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

街路樹 予防保全 

 

 

樹木診断結果 C 

（キノコがある場合

は B2） 

・定期点検 
・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

 

 

 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

※行き止まり道路等に存在する街路樹については事後保全（通報）を適用します。 

図 5-4 管理の優先度（街路樹） 

  

街路樹 

街路樹 
（行き止まり道路等） 
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 道路土工構造物 

道路土工構造物は，降雨や地震などの自然災害により，崩壊するリスクが大きいため，防

災上の観点から予防保全とします。 

 

表 5-5 管理区分（道路土工構造物） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

道路土工 

構造物 

予防保全 健全度Ⅱ ・定期点検 
・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

図 5-5 管理の優先度（道路土工構造物） 

  

自然斜面 
2 か所 

擁壁他 
15 箇所 

擁壁他 
９箇所 
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 交通安全施設 

門型標識は，標識板の落下や支柱の倒壊等による損傷時のリスクが極めて大きいことから

予防保全とします。 

門型以外の道路標識についても，損傷時のリスクが大きいことから予防保全とします。 

道路標識以外の車止め等の交通安全施設は，施設規模が小さく損傷時のリスクが低いこ

と，施設数が多いことを考慮し事後保全（パトロール）とします。 

行き止まり道路の交通安全施設は，損傷時のリスクが極めて低いことから事後保全（通

報）とします。 

 

表 5-6 管理区分（交通安全施設） 

施設 管理区分 管理水準 点検方法 

門型標識 予防保全 健全度Ⅱ ・定期点検（5 年毎） 
・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

大型標識 

（門型 

以外） 

予防保全 「小規模附属物点

検要領」による 

・定期点検（10 年毎） 
・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

その他交通

安全施設 

事後保全 

（パトロー

ル） 

― ・パトロール 
（通常点検，詳細点検，緊急点検） 
・通報 

 

 
■優先度高 ■優先度中 ■優先度低 

※行き止まり道路等に存在する安全施設（門型標識を除く）については事後保全（通報）を適用

します。 

図 5-6 管理の優先度（交通安全施設） 

 

  

門型標識 
３基 

標識 
(門型以外) 

門型標識 
１基 

交通安全施設 
・道路反射鏡 
・防護柵 
・車止め 等 

交通安全施設 
（行き止まり道路等） 
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5.3 施設ごとの事業計画 

施設ごとの事業計画を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-7 施設ごとの事業計画  


